
奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治

団
体
か
ら
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法

第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

白

井

皓

喜

（
政
党
の
支
部
）

政

治

団

体

の

代
表
者
氏
名

異
動
事
項

異

動

後

異

動

前

異

動

年

月
日

名

称

自
由
民
主
党
橿

亀
田
忠
彦

主
た
る
事
務

橿
原
市
内
膳

橿
原
市
五
条

平
成
二
十
七
年

原
市
支
部

所
の
所
在
地

町
四
―
四
―

野
町
一
〇
七

六
月
二
十
八
日

一

六

代
表
者

亀
田
忠
彦

神
田
加
津
代

自
由
民
主
党
奈

田
野
瀬
太
道

会
計
責
任
者

植
田
真
司

櫻
本
和
子

平
成
二
十
七
年

良
県
第
四
選
挙

七
月
八
日

区
支
部

自
由
民
主
党
奈

松
本
喜
久
子

会
計
責
任
者

植
田
真
司

櫻
本
和
子

平
成
二
十
七
年

良
県
白
鳳
未
来

七
月
八
日

支
部

自
由
民
主
党
奈

森
本
万
司

代
表
者

森
本
万
司

藤
岡
修
三

平
成
二
十
七
年

良
県
ト
ラ
ッ
ク

七
月
十
六
日

支
部



民
主
党
奈
良
県

前
川
清
成

主
た
る
事
務

奈
良
市
法
華

奈
良
市
登
大

平
成
二
十
七
年

総
支
部
連
合
会

所
の
所
在
地

寺
町
八
三
―

路
町
三
六

七
月
二
十
一
日

五

民
主
党
奈
良
県

前
川
清
成

主
た
る
事
務

奈
良
市
法
華

奈
良
市
登
大

平
成
二
十
七
年

第
３
区
総
支
部

所
の
所
在
地

寺
町
八
三
―

路
町
三
六

七
月
二
十
一
日

五

民
主
党
奈
良
県

前
川
清
成

主
た
る
事
務

奈
良
市
法
華

奈
良
市
登
大

平
成
二
十
七
年

第
２
総
支
部

所
の
所
在
地

寺
町
八
三
―

路
町
三
六

七
月
二
十
一
日

五

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

政

治
団
体

の

代
表
者
氏
名

異
動
事
項

異

動

後

異

動

前

異

動

年

月
日

名

称

御
所
市
あ
ら
い

東
川
裕

会
計
責
任
者

北
岡
一
郎

宮
谷
太

平
成
二
十
七
年

正
吾
後
援
会

四
月
一
日

奈
良
県
土
地
家


昭
人

会
計
責
任
者

堀
貴
至

森
本
崇

平
成
二
十
七
年

屋
調
査
士
政
治

六
月
十
一
日

連
盟

泉
谷
隆
夫
後
援

丸
敏
幸

代
表
者

丸
敏
幸

春
増
計
巳

平
成
二
十
七
年

会

七
月
一
日

会
計
責
任
者

春
増
計
巳

春
増
敦
子

た
の
せ
太
道
後

高
岡
孝
一

会
計
責
任
者

植
田
真
司

櫻
本
和
子

平
成
二
十
七
年

援
会

七
月
六
日



奈
良
県
ト
ラ
ッ

森
本
万
司

代
表
者

森
本
万
司

藤
岡
修
三

平
成
二
十
七
年

ク
運
送
事
業
政

七
月
十
六
日

治
連
盟
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